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本研究にまfいては，イオン性の結晶であるスピネル型構造の MgAI2 04 およびオリピン型構造の















2 )自発的核発生による結晶成長の初期段階において，イオンの cluster が集合して結晶核が形成
されるとき，陰イオンの密充填様式が満足されれば，陽イオンの配列が間違っていても安定な核品核



















田端君は融剤法によりスピネルMgAb 04 とクリソベリル BeAl2 04 の単結晶を育成し， これらの試
料を X線トポグラフによって欠陥構造を調べた。この結果，酸素原子最密充填配列面に関する面状欠
陥の存在，その結晶学的方位の決定，結晶構造に関連する対称性を精しく解析することに成功した。
これらの面欠陥には並進，鏡映，回転の対称操作の関係があり，巨視的双晶との対称関係を説明する
ことができた。すなわち，双品形成は核形成段階に起るものであり，立方最密あるいは六方最密充填
を安定化する陽イオンの共存により双品あるいは積層欠陥の生成あるいは制御のできることを実証し
た。
以上の成果はイオン結晶における面状欠陥を解析することにより結晶成長機構解明に役立てたもの
であり，この方面の知識を前進させた業績は高く評価できる。よって，本論文は理学博士の学位論文
として十分価値あると認められる。
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